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▼
編
集
後
記

　

今
回
の
広
報
で
、私
が
携
わ
っ

た
広
報
は
60
冊
目
ー
。こ
の
節
目

に
、私
は
広
報
担
当
を
卒
業
し
ま

す
。５
年
間
、急
な
お
願
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
笑
顔
で
取
材
に
協
力
い

た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
、本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、60
冊
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

広
報
の
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
体

験
で
き
た
貴
重
な
経
験
を
糧
に
、

出
会
い
を
忘
れ
ず
に
、新
た
な
部

署
で
頑
張
り
ま
す
。来
月
か
ら
も
、

新
メ
ン
バ
ー
の
広
報
ま
さ
き
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  （
久
保
）

　

肌
寒
か
っ
た
日
々
も
終
わ
り
、

桜
が
咲
き
誇
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
先
日
は
、
幼
稚
園
、
小
学

校
と
中
学
校
の
卒
業
式
に
。
真

剣
な
ま
な
ざ
し
や
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
安
心
し
た
表
情
、
恩
師
や
友

人
と
の
別
れ
を
悲
し
み
、涙
を
流

す
横
顔
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表

情
を
見
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
ら
い
別
れ
を
経
験
し
た
後

は
、
き
っ
と
す
て
き
な
出
会
い

が
待
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
気

持
ち
を
新
た
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

   （
蔭
谷
）

広告

広告

No. 115

行
会
ってこーわい

　　ってこーわい

　文化祭や第九演奏会などさまざまな行事で高らかな
歌声を届ける「ひまわり少年少女合唱団」。多くの子ど
もたちが所属した合唱団は、結成40年を迎えました。
　3月19日、結成40周年を記念して行われた合唱祭。
そこには、結成当時のメンバーで、現在はソプラノ歌手
としてイタリアで活躍する藤岡葉子さんの姿がありまし
た。「演奏会を見に行ったり3回お色直しをして出演し
たり、合唱団の思い出は数え切れません」とほほ笑む藤
岡さん。ある思いを持って合唱祭に参加しました。
　「一つのものを作り上げていく喜びを感じてほしい」
　結成当時は90人いた団員も、現在は15人―。少なく
なった団員に寂しさを感じる藤岡さんは、歌劇「夕鶴」
を一緒に演じたり「翼をください」を合唱したりして、子
どもたちと一緒に合唱祭を作り上げました。「物語を歌
で表現するのは楽しかった」「みんなと楽しく歌うこと
ができた」と話す団員の河野絢音ちゃん、飯田夕和ちゃ
ん―。子どもたちに藤岡さんの思いが届いたようです。
　この他合唱祭では、合唱団の設立者で90歳になる
西村清一郎さんの指揮の下OG・OBと合唱したり、委
嘱作品として松前町にちなんだ4曲を披露したりしま
した。その1曲「ひまわり賛歌」の歌詞にある「小花をま
とめて大輪となる」ひまわりのように―。これからも合
唱団は、歌う楽しさやみんなで作り上げていく喜びを
感じつつ、歌声を多くの人へ届けていくことでしょう。

1

2

「ひまわり少年少女合唱団」
結成40周年を迎えた合唱団
多くの人へ歌声を届ける

3

１  ほほ笑む合唱団員　２  圧巻の歌声
を披露した藤岡さん　3  合唱祭で歌
劇を演じた後、みんなで手を取り合
う団員とOB・OGたち

　
掲載場所　　裏表紙の最下段　　　
広告料　　　20,000 円／枠（1カ月）
大きさ　     　縦 40 ミリ×横 60ミリ
カラー　     　フルカラー

問総務課広報情報係    ☎ 985-4132

有料広告募集中


